




研究代表者： 廣垣 和正（工学研究科・助教） 
 
概    要 繊維への新規な金属複合化法として金属デポジションシステムの構築を検討した。 
ナイロン 6繊維に超臨界二酸化炭素を媒体として有機金属錯体を注入し、その過程で錯体に熱や水素を
作用させ還元分解した。錯体は繊維に注入されながら分解し、繊維内部および表面で錯体から遊離した
金属が凝集して析出するため、繊維に金属が複合化される。布帛は金属複合化処理により ca. 10 wt%
の重量増加が見られ、金属光沢のある黒色を呈した。体積抵抗率は未処理布の>1015 Ω·cm に比べて 90.4 
Ω·cm と大きく低下した。繊維表面近傍には ca.200 nm の均一な金属堆積層が形成された。繊維表面か
ら内部にかけて金属 Pd に加えナイロン由来の窒素元素が存在することから、金属堆積層が繊維へ複合
化されていることが確認された。 








































































錯体の還元分解は、錯体量の 10 mol 当量の水素を
用い、120 ºC、0.5 MPa、3 h で行った。
バッチ式の処理装置を用い、パラジウム（Pd）





で 90.4 Ω·cmを示した。繊維断面の SEM 像を図 3
































支部講演会、依頼講演（他 1 件、予定 2 件）
論文：H24 年度に論文発表 1 件を予定
「競争的資金・研究助成への申請・獲得状況」
科研費若手(B) 代表 H23～H26 採択額 4,550,000
円、(社)繊維学会 繊維科学・技術研究助成：代表  




2 μm 繊維 
金属堆積層 
－71－
研究育成経費
若手研究者による今後の進展が期待できる研究
